
第７回中部地方整備局コンプライアンス・アドバイザリー委員会 

 議 事 概 要 

１.日時及び場所 

 （１）日時 平成２９年３月１６日（木）１３：３０～１５：００ 

 （２）場所 中部地方整備局（名古屋合同庁舎第２号館）６階中会議室 

 

２.中部地方整備局コンプライアンス・アドバイザリー委員 

委員長    熊田 均   弁護士 

   委員長代理   和田 肇   名古屋大学大学院教授 

   委員      上田 圭祐  公認会計士 

   委員      井上 純   中日新聞論説委員 

 

３．議題 

 （１）「中部地方整備局発注工事にかかる不正事案に関する報告書」の報告 

 （２）平成２９年度中部地方整備局コンプライアンス推進計画（案） 

  

４.議事概要 

・飲食の届出を全ての人が出すという確証はあるのか。届出に関しても職員 

に出さなければならないプレッシャーが必要。 

・研修、講習については、なるべく具体的な例を用いて説明していかないと 

いけない。 

・公共工事を受注するために業者の人も必死になって情報を得ようとしてい 

る。いろんな形でアプローチしてくる。どこかに罠があることをしっかり講

習で伝えるべき。技術的なことは派生であり、幹（意識）の部分をしっかり

研修で伝えること。国家公務員として倫理性が要求されるということが大切

である。 

・フォローアップであるが、飲食の届出がしっかり提出されているかを確認 

する必要がある。不当な働きかけについても、管理職員等対象に行った聞き

取り点検の結果でも不当な働きかけがあったにもかかわらず、報告がなされ

ていない事実があったので、フォローアップを行い徹底させる必要がある。        

等 

  


